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(57)【要約】
【課題】
　液晶表示装置を小型化する際に、追加部材や複雑化し
た加工部品を使用することなく、輝度ムラの発生を効果
的に抑制可能な液晶表示装置を提供すること。
【解決手段】
　液晶表示パネルと該液晶表示パネルを照明するバック
ライトとを有する液晶表示装置において、該バックライ
トは、導光板ＬＧと、該導光板の側部に配置された複数
の発光ダイオードＬＥＤと、該導光板と液晶表示パネル
との間に配置される拡散性又は集光性の機能を有する光
学シート部材（拡散シートＤＳ，プリズムシートＰＳ）
とを有し、該光学シート部材の該発光ダイオードに近接
する辺には、切り欠き部１を備えたことを特徴とする。
【選択図】図３



(2) JP 2011-39252 A 2011.2.24

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液晶表示パネルと該液晶表示パネルを照明するバックライトとを有する液晶表示装置に
おいて、
　該バックライトは、導光板と、該導光板の側部に配置された複数の発光ダイオードと、
該導光板と液晶表示パネルとの間に配置される拡散性又は集光性の機能を有する光学シー
ト部材とを有し、
　該光学シート部材の該発光ダイオードに近接する辺には、切り欠き部を備えたことを特
徴とする液晶表示装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の液晶表示装置において、該光学シート部材は積層した複数枚のシート
から構成され、該シートは、該発光ダイオードに近接する辺に切り欠き部を有するシート
と該辺に切り欠き部を有しない他のシートからなることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項３】
　請求項１に記載の液晶表示装置において、該光学シート部材は積層した複数枚のシート
から構成され、いずれのシートにも、該発光ダイオードに近接する辺に切り欠き部をして
いることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項４】
　請求項３に記載の液晶表示装置において、各シートに形成された切り欠き部は、シート
毎にサイズ又は位置が異なることを特徴とする液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は液晶表示装置に関し、特に、液晶表示パネルを照明するバックライトに光学シ
ートを備えた液晶表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　携帯電話や携帯情報端末など小型電子機器の多くには、表示装置として液晶表示装置が
利用されている。また、これらの液晶表示装置に対しては、薄型化や小型化の要求が、年
々強くなっている。
【０００３】
　液晶表示装置は、図１に示すように、ガラス板等の透明な板状体の表面に画素に対応し
たカラーフィルタや電極を配置すると共に、２枚の板状体間に液晶層を配置した液晶表示
パネルＬＣＰと、該液晶表示パネルを照明するバックライトから構成される。図１は、液
晶表示装置の端部付近の主な部材の配置状態を示す断面図である。
【０００４】
　該バックライトは、薄型化の観点から導光板ＬＧの側部に発光ダイオードＬＥＤが離散
的に複数配置されている。発光ダイオードが放出した光は、導光板の側部から入射し、該
導光板内を伝搬しながら、液晶表示パネルが配置された側の導光板の一方の面から放出さ
れる。この導光板から放出された光を、液晶表示パネルの表示領域内で均一化するため、
特許文献１に示すように、導光板と液晶表示パネルとの間には、拡散性や集光性を有する
複数の光学シート（例えば、拡散シートＤＳ，プリズムシートＰＳ）を積層した光学シー
ト部材が配置されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００２－２０２５０４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
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　図２の液晶表示装置の平面図に示すように、発光ダイオードＬＥＤは、導光板ＬＧの側
部に離散的に配置されている。このため、発光ダイオードＬＥＤなどの光源側近傍の表示
領域（ＤＡ)上には、点線で示した領域ａが周囲より明るくなる、所謂、輝度ムラが発生
し易くなる。
【０００７】
　発光ダイオードＬＥＤを光源とする液晶表示装置では、ＬＥＤから出射されて導光板Ｌ
Ｇ内を進む光（図２の点線矢印）が画面の有効発光領域（表示領域ＤＡ）に差し掛かるま
でに均等に広がった先で、拡散機能付き光学シート（拡散シートＤＳなど）による光の拡
散を発生させ、輝度ムラを解消するよう構成されている。また、バックライト内の導光板
ＬＧの表面に形成する凹凸のパターンや粘着部材・非粘着部材の形状・配置、導光板の裏
面側に配置する反射機能を有するシート部材の光源側近傍の形状や表面状態に変化を付加
するなど、輝度ムラを解消するための種々の対策が提案されている。
【０００８】
　しかしながら、液晶表示装置の小型化に伴い、表示領域ＤＡと発光ダイオードＬＥＤと
の距離が短くなり、発光ダイオードＬＥＤからの出射光が導光板ＬＧ内を進む距離が短縮
され、発光ダイオードの点光源からの光が十分に均等に広がらず、目玉状の強い光の輝度
ムラが発生し易くなっている。また、導光板ＬＧの入光面（発光ダイオードに近接する導
光板ＬＧの側面）に備えた凹凸パターンにより、発光ダイオードＬＥＤからの光を急峻に
広げる加工を施されている場合も、局部的な光の集中が生じ、線状の強い光の輝度ムラが
発生している。しかも、液晶表示装置の小型化や低コスト化などの観点から、配置する発
光ダイオードの数は減少する傾向にあり、一層、輝度ムラが発生し易い状態となっている
。
【０００９】
　本発明が解決しようとする課題は、上記のような問題を解決し、液晶表示装置を小型化
する際に、追加部材や複雑化した加工部品を使用することなく、輝度ムラの発生を効果的
に抑制可能な液晶表示装置を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明の液晶表示装置は、上述した課題を解決するため、以下のような特徴を有する。
【００１１】
（１）　液晶表示パネルと該液晶表示パネルを照明するバックライトとを有する液晶表示
装置において、該バックライトは、導光板と、該導光板の側部に配置された複数の発光ダ
イオードと、該導光板と液晶表示パネルとの間に配置される拡散性又は集光性の機能を有
する光学シート部材とを有し、該光学シート部材の該発光ダイオードに近接する辺には、
切り欠き部を備えたことを特徴とする。
【００１２】
（２）　上記（１）に記載の液晶表示装置において、該光学シート部材は積層した複数枚
のシートから構成され、該シートは、該発光ダイオードに近接する辺に切り欠き部を有す
るシートと該辺に切り欠き部を有しない他のシートからなることを特徴とする。
【００１３】
（３）　上記（１）に記載の液晶表示装置において、該光学シート部材は積層した複数枚
のシートから構成され、いずれのシートにも、該発光ダイオードに近接する辺に切り欠き
部をしていることを特徴とする。
【００１４】
（４）　上記（３）に記載の液晶表示装置において、各シートに形成された切り欠き部は
、シート毎にサイズ又は位置が異なることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明によれば、光学シート部材の発光ダイオードに近接する辺に、切り欠き部を備え
るという、簡単な構成により、輝液晶表示装置の表示領域に発生する輝度ムラを効果的に
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抑制することが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】液晶表示装置の構造を説明する断面図である。
【図２】液晶表示装置の表示領域に発生する輝度ムラを説明する平面図である。
【図３】本発明の液晶表示装置に係る実施例を示す図である。
【図４】本発明の液晶表示装置に係る他の実施例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　本発明に係る液晶表示装置について、以下に詳細に説明する。本発明の液晶表示装置は
、液晶表示パネルと該液晶表示パネルを照明するバックライトとを有する液晶表示装置に
おいて、図３に示すように、該バックライトは、導光板ＬＧと、該導光板の側部に配置さ
れた複数の発光ダイオードＬＥＤと、該導光板と液晶表示パネルとの間に配置される拡散
性又は集光性の機能を有する光学シート部材（拡散シートＤＳ，プリズムシートＰＳ）と
を有し、該光学シート部材の該発光ダイオードに近接する辺には、切り欠き部１を備えた
ことを特徴とする。
【００１８】
　本発明に係る液晶表示装置は、図１に示すものと同様に、液晶表示パネルＬＣＰと該液
晶表示パネルを照明するバックライトから構成される。液晶表示パネルＬＣＰは、２枚の
ガラス板等の透明基板の間に液晶層が配置されると共に、透明基板には、表示画素に対応
したカラーフィルタや画素電極及び配線並びに駆動素子となる薄膜トランジスタなどが形
成されている。
【００１９】
　バックライトには、導光板ＬＧを有し、該導光板の側部に光源となる発光ダイオードＬ
ＥＤを離散的に配置し、さらに、導光板ＬＧの液晶表示パネルＬＣＰ側には、液晶表示パ
ネルを均一に照明するための、光学シート部材が配置されている。光学シート部材は、光
を拡散するための拡散シートＤＳと、光を特定方向に集光又は偏向するためのプリズムシ
ートＰＳから構成される。そしてこれらを必要に応じて、複数枚積層することにより、よ
り均一な照明光を得ている。また、導光板における該光学シート部材が配置された反対側
の面には、光を光学シート部材側に反射する反射シートが配置されたり、反射用の凹凸形
状が導光板表面に形成されている。
【００２０】
　本発明の液晶表示装置では、上述したような表示領域に発生する目玉状又は線状の輝度
ムラを抑制するため、図３に示すように、拡散性又は集光性の機能を有する光学シート部
材において、発光ダイオードに近接する辺には、切り欠き部１を形成している。特に、各
発光ダイオードＬＥＤの正面部に、楕円状の切り欠き部１を具備させることにより、発光
ダイオードＬＥＤから出射されて導光板内を進む光の広がりが均等になるよう制御される
。しかも、広がった光は、光学シート部材、特に、光学シート部材中の拡散シートＤＳに
より、光が拡散され、表示領域ＤＡ内の光源側近傍の画面上に現れる輝度ムラを解消でき
る。結果、図３の点線で示す領域ｂでは、輝度ムラが抑制された照明が実現できる。
【００２１】
　光学シート部材に形成する切り欠き部１の形状は、楕円状に限らず、液晶表示装置のサ
イズや要求される輝度の分布を考慮して、発光ダイオードＬＥＤからの光の広がり具合を
制御するため、四角形や三角形状とすることも可能である。
【００２２】
　光学シート部材は、拡散シートやプリズムシートなどの光学シートを積層して構成され
る。積層する光学シートは、発光ダイオードに近接する辺に切り欠き部を有する光学シー
トと、該辺に切り欠き部を有しない他の光学シートから構成することが可能である。この
ような構成を採用することで、切り欠き部を設ける光学シートを最小限とし、従来の製造
部品からの設計変更を極力抑制し、製造コストの増加を抑えることが可能となる。
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　切り欠き部を設ける光学シートとしては、拡散シートＤＳ、プリズムシートＰＳのいず
れでも良いが、より好ましくは、導光板ＬＧや発光ダイオードＬＥＤに最も近く配置され
た光学シートに切り欠き部を形成することが好ましい。また、拡散シートとプリズムシー
トとでは、拡散シートに切り欠き部を設ける方が、光を均一に広げる観点では好ましい。
【００２４】
　また、光学シート部材を構成する複数枚の光学シートのいずれにも、発光ダイオードに
近接する辺に切り欠き部を形成することも可能である。多数の光学シートに切り欠き部を
形成することで、発光ダイオードからの光をより多様な方向に拡散させることが可能とな
り、表示領域における輝度ムラをより一層抑制することが可能となる。
【００２５】
　さらに、複数の光学シートに切り欠き部を形成する際には、図４に示すように、各シー
ト（拡散シートＤＳ，プリズムシートＰＳ１，ＰＳ２）に形成された切り欠き部１～３は
、シート毎にサイズ又は位置を異なるよう構成することが、好ましい。これにより、光の
拡散方向が多様化する。また、複数の光学シートを重ね合わせて配置した際に、切り欠き
部の位置がずれて配置されるよう構成することで、特許文献１と同様に、バックライトの
組立工程中における、光学シートの積層順番の間違いや積層忘れ防止にも、役立つことが
可能となる。
【産業上の利用可能性】
【００２６】
　以上、説明したように本発明によれば、液晶表示装置を小型化する際に、追加部材や複
雑化した加工部品を使用することなく、輝度ムラの発生を効果的に抑制可能な液晶表示装
置を提供することができる。
【符号の説明】
【００２７】
ＤＡ　表示領域
ＤＳ　拡散シート（光学シート部材）
ＬＣＰ　液晶表示パネル
ＬＥＤ　発光ダイオード
ＬＧ　導光板
ＰＳ　プリズムシート（光学シート部材）
１～３　切り欠き部
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